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伝
藤
原
為
家
筆

『顕
注
密
勘
』
暮
干
春
Ｅ

断
簡

解
題
・影
印
・翻
刻

一

顕
昭
付
注

。
藤
原
定
家
追
勘
の

『古
今
集
』
注
釈
書

『顕
注
密
勘
』
は
、
川

平
均
氏
１
顕
注
密
勘
』
の
伝
本
お
ぼ
え
が
き
只
早
稲
田
実
業
学
校
研
究
紀
要
ｎ

昭
５．
．
１２
）
に
よ
っ
て
諸
本
分
類
の
見
通
し
が
つ
け
ら
れ
、
稿
者
も
新
た
に
幾

ら
か
の
伝
本
を
加
え
、
改
め
て
整
理
類
別
し
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
『日

本
歌
学
大
系

別
巻
五
只
風
間
書
房

昭
５６
・
■
）
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（５０‐

―
側
）
を
底
本
に
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
等
で
校
訂
し
た
翻
刻
が
収
め
ら
れ
、
以

降
、
基
本
的
な
本
文
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
後
に
、

「日
本
古
典
文
学
影

印
叢
刊
２２

顕
註
密
勘
只
貴
重
本
刊
行
会

昭
６２
・
９
）
に
中
央
大
学
附
属
図
書

館
蔵
本
が
影
印
さ
れ
対
校
の
便
が
は
か
ら
れ
た
も
の
の
、
何
れ
の
本
文
に
も
依

然
幾
ら
か
不
安
を
遺
す
部
分
が
存
し
、
誤
脱
等
に
よ
り
底
本
の
ま
ま
で
は
文
意

の
通
じ
難
い
部
分
も
散
見
し
、
読
解
に
困
難
を
伴
う
場
合
も
少
な
く
は
な
い
。

「顕
注
密
勘
』
に
は
、
群
を
抜
く
古
写
本
、
善
本
を
見
出
し
え
な
い
た
め
、

テ
キ
ス
ト
の
整
理
、
本
文
校
訂
な
ど
を
含
め
た
基
礎
的
な
本
文
の
問
題
に
一
応

の
解
決
を
求
め
る
に
は
、
今
後
の
地
道
な
校
訂
作
業
が
要
求
さ
れ
る
が
、
先
頃
、

鎌
倉
期
に
湖
る

『顕
注
密
勘
』
の
姿
を
垣
間
見
せ
る
資
料
が
出
現
し
た
。

『弘

文
荘
敬
愛
書
図
録
Ｈ
』
（昭
５９

。
２
）
に
出
品
さ
れ
、
後
に
大
阪
青
山
短
期
大

学
の
所
蔵
と
な
り
現
在
に
至
る
伝
藤
原
為
家
筆

『顕
注
密
勘
』
断
簡

。
一
軸

海

野

圭

介

（存
巻

一
・
春
上
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
は
、
早
く
に

京
都

・
竹
島
清
次
郎
氏
蔵
本
と
し
て
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
ご
く
最
近
ま
で
そ
の

実
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
も
な
さ
れ
て
は

い
な
か
っ
た
。
近
時
漸
く
、
『大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
品
図
録

第

一
輯
』
（思

文
閣
出
版

平
４

・
１０
）
に
冒
頭
、
巻

一
。
春
上

。
一
番
歌
か
ら
巻

一
・
春
上

・
五
番
歌

・
顕
昭
注
の
途
中
ま
で

（約
二
首
分
の
歌

。
注
）
の
写
真

一
葉
が
掲

載
さ
れ
、
伊
井
春
樹
氏
に
よ
り
以
下
に
記
す
解
題
が
付
さ
れ
た
。

顕
注
密
勘
　
伝
藤
原
為
家
筆
　
鎌
倉
　
一
巻
　
天
地
二
八

・
四
セ
ン
チ

表
紙
は
紺
地
、
緞
子
菊
花
織
文
、
見
返
し
金
箔
押
し
布
日
、
金
箔
散
ら

し
。
内
題
は

「顕
注
密
勘
出
」
と
す
る
。
料
紙
は
斐
紙
、
天
に
三
線
、

地
に
一
線
の
界
線
が
引
か
れ
る
。
神
田
道
伴
の
極
め
札
は

「
二
条
家
為

家
卿

顕
注
密
勘
上
／
古
今
秘
註
抄
第

一
国
Ψ
「発
端
歌
袖
ひ
ち
て
巻
物

乙
未
霜
囲
問
Ш
旧
Ш
」
と
す
る
。
本
文
の
右
端
に
は

「古
今
秘
註
抄
第

一

春
上
」
と
し
、
以
下

「袖
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
水
の
」
の
歌
か
ら

「桜
花

春
く
は
ゝ
れ
る
」
ま
で
の
三
十
三
首
の
注
が
付
さ
れ
る
。
…
…

〈中
略
〉

…
…
内
容
は
ほ
ぼ
流
布
本
と

一
致
す
る
が
、
た
だ
誤
脱
な
の
で
あ
ろ
う

か
、
本
書
で
は

「か
す
み
た
ち
こ
の
め
も
春
の
」
の
歌
と
注
記
を
欠
く
。

大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
は
現
在
、
非
公
開
で
あ
り
、
そ
の
全
容
を
窺
う
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
実
は
、
同
本
は

『図
録
』
の
紹
介
以
前
に
も
、
前
所
蔵
者



の
も
と
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
時
点
で
既
に
千
艘
秋
男
氏
に
よ
っ
て
精
査
さ
れ
て

い
る
。
千
艘
秋
男
氏
弓
顕
註
密
勘
』
の
一
伝
本
―
―
竹
島
清
次
郎
氏
旧
蔵
本
の

紹
介
―
―
只
東
洋
２４
１
・２

昭
６２

・
・２
）
に
全
文
の
詳
細
な
翻
刻
が
な
さ
れ
て

お
り
、
氏
の
尽
力
に
よ
り
全
文
の
参
看
が
可
能
で
あ
る
。

大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
は
伝
承
筆
者
を
藤
原
為
家
と
す
る
が
、
真
偽
は
未

詳
で
あ
り
伝
承
の
域
に
留
ま
る
。
鎌
倉
中
期
頃
の
写
か
と
思
わ
れ
、
現
存
伝
本

中
最
も
湖
る
書
写
で
あ
り
、
成
立
時
期
を
さ
ほ
ど
隔
て
な
い
転
写
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

『顕
注
密
勘
』
の
本
文
や
そ
の
形
態
、
伝
来
過
程
等
を
考
え
る
上
で

も
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
残
念
な
こ
と
に
巻

一
・
春
上
の
み
の
断
簡
で
あ

る
が
、
更
に
二
本
の
ツ
レ
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。　
一
本
は
、

『古
筆
学
大

成
２４
只
講
談
社

平
５

ｏ
■
）
に
全
文
の
影
写
と
翻
刻
が
所
収
さ
れ
る
個
人
蔵

伝
慈
円
筆

『顕
注
密
勘
』
切

。
一
軸

（存

巻
六

。
冬
）
で
あ
る
。
同
本
は
伝

承
筆
者
を
慈
円
と
す
る
が
別
筆
と
思
わ
れ
、
筆
跡
や
書
写
形
態

（紙
背
や
墨
罫
、

等
々
）
の
一
致
か
ら
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
の
ツ
レ
と
認
め
ら
れ
る
。
他

一

本
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
個
人
蔵
伝
藤
原
為
家
筆

『顕
注
密
勘
』
断
簡

。
一
軸

（存

巻
二
。
春
下
Ｘ
以
下

「本
書
」
と
称
す
）
で
あ
る
。

本
書
は
、
従
来
未
紹
介
の
資
料
で
あ
り
、

『国
書
総
目
録
』
に
も
記
載
が
無

い
。
以
下
に
簡
単
で
は
あ
る
が
、
こ
の
新
出

一
軸
に
つ
い
て
略
改
題
を
試
み
、

本
文
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

個
人
蔵
伝
藤
原
為
家
筆

『顕
注
密
勘
只
存

巻
二
・
春
下
）

〔鎌
倉
中
期
〕
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
軸

袋
綴
改
装
巻
子
本
。
桐
楓
織
紋
金
襴
金
色
巻
出

（天
地
２８

・
３
帥
、
全
長
卸

帥
）、外
題
な
し
。
見
返
、
金
切
箔
散
。
料
紙
、
椿
紙

（消
息
紙
背
裏
を
転
用
。

但
し
、
裏
打
ち
補
修
さ
れ
て
お
り
紙
背
の
消
息
は
判
読
不
能
）。
和
歌
１
行
書
、

天
に
３
線
、
地
に
１
線
の
墨
罫
を
引
き
、
第

一
線
に
和
歌
、
第
二
線
に
［顕
注
］、

第
二
線
に

［密
勘
］
を
書
く
。
内
題

「古
今
和
寄
集
巻
第
二
」。

識
語
、
な
し
。
神
田
道
伴
の
極
札
が
附
属
し
て
お
り
、
表
裏
に

「二
條
家
為

家
卿
結
幹
和
ヨ
集
塞
一
（印
ご

「巻
物
乙

未
霜

（神
田
道
伴
ご
と
あ
る
。
中
央
に

「中

院
為
家
卿
古
今
集
春
下
巻
物
」
と
墨
書
し
た
桐
箱
入
。
印
記
、
な
し
。
用
宇
、

漢
字
、
平
仮
名
。

本
書
は
、
消
息
と
思
わ
れ
る
文
書
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
天
地
に
そ

れ
ぞ
れ
三
線
、　
一
線
の
墨
罫
を
施
し
て
い
る
。
筆
跡
も
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵

本
と
同

一
で
あ
り
、
ツ
レ
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本

と
同
じ
く
、
神
田
道
伴
に
よ
る
極
札
が
附
属
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
江
戸
中
期

頃
ま
で
は
一
具
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
文
内
容
は
、
前
掲
拙
稿
に
示
し
た
類
別
基
準
か
ら
は
、
概
ね
第
Ｉ
類
と
し

た
伝
本
群

（宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（瓢
ｌ
ｍ
）
等
）
に
一
致
す
る

（但
し
本
書

の
脱
落
と
思
わ
れ
る
異
同
も
ま
ま
散
見
す
る
）。

本
書
と
通
行
流
布
本
と
の
間
の
細
か
な
本
文
の
異
同
も
注
目
さ
れ
る
が
、
最

も
大
き
な
相
違
は
、
巻
二
・
春
下

・
七
十
七
番
歌

。
密
勘
後
半
部
３
日
本
歌
学

大
系

別
巻
五
』
で
記
せ
ば

「此
事
極
雖
無
益
…
…
」
以
下
約
六
行
）
を
大
幅

に
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
他
本
で
は
当
該
部
分
冒
頭
に

「裏
書
」
と
注
記
す
る
伝

本
群

（初
雁
文
庫
蔵
本
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
等
。
前
掲
拙
稿
で
は

第
Ｈ
類
と
し
て
類
別
し
た
伝
本
群
に
含
ま
れ
る
）
や
、
同
部
分
を
全
く
記
さ
な

い
伝
本
群

（中
央
大
学
蔵
本
、
国
学
院
高
等
学
校
蔵
弦
之
舎
文
庫
本
、
等
。
冷

泉
為
相
、
為
秀
な
ど
の
冷
泉
家
関
係
の
比
較
的
素
性
の
良
い
識
語
を
記
す
。
前

掲
拙
稿
で
は
第
Ⅲ
類
と
し
て
類
別
し
た
伝
本
群
）
も
存
す
る
が
、
他
の
部
分
の

本
文
の
比
較
か
ら
本
書
と
そ
れ
ら
の
諸
伝
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
、



現
存
の

『顕
注
密
勘
』
が
二
、
或
い
は
三
系
統
に
分
岐
す
る
以
前
の
姿
を
伝
え

る
と
考
え
る
こ
と
も
強
ち
に
無
理
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
書
は
、
当
該
部
分
に
続
く
八
十
番
歌
注
を
も
欠
く
た
め
、
書
写
過
程

に
お
け
る
大
幅
な
脱
落
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
巻
二

・
春
下
の
み
の
断
簡
で

あ
る
こ
と
と
相
侯

っ
て
、
本
書
を

一
瞥
し
た
だ
け
で
確
実
な
こ
と
を
指
摘
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
他
二
本
を
含
め
た
詳
細
な
検
討
は

別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

以
下
に
全
文
を
示
す
が
、
本
書
は
、
摩
耗
等
に
よ
り
判
読
困
難
な
部
分
や
紙

背
の
墨
痕
に
よ
り
書
影
の
不
鮮
明
な
箇
所
も
あ
る
た
め
、
先
に
写
真
版
で
全
貌

を
示
し
、
次
い
で
翻
刻
を
付
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

注（１
）
拙
稿

「顕
注
密
勘
伝
本
考
只
伊
井
春
樹
氏
編

『古
代
中
世
文
学
研
究
論
集

第
一

集
」
和
泉
書
院

平
８
ｏ
ｌＯ
）

（２
）

「日
本
文
学
大
辞
典
」
（新
潮
社

昭
２５
・
５
）
所
収
の
「顕
註
密
勘
」
の
項
目
（西

下
経
一
氏
執
筆
）
に
「写
本
は
為
家
筆
と
伝
ふ
る
巻
子
本

（京
都
市
竹
島
清
次
郎

氏
蔵
）
が
最
も
古
い
が
春
部
だ
け
の
零
本
で
あ
る
。」と
記
さ
れ
、

「日
本
歌
学
大

系

別
巻
五
」
所
収
の
久
曽
神
昇
氏
に
よ
る
解
題
に
も
、

「大
阪
の
森
繁
夫
氏
旧
蔵

古
筆
切
は
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
思
は
れ
、
京
都
の
竹
島
清
次
郎
氏
所
蔵
伝
為
家
筆

巻
子
本
一
軸

（春
部
）
も
最
も
古
い
も
の
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。」と
記
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
と
本
書
の
出
現
に
よ
り
、
春
部
は
二
巻
共
に
揃
う
こ
と

と
な
る
。

（３
）

「図
録
』
解
題
に
は
、

「料
紙
は
斐
紙
」
と
す
る
が
、
紙
背
が
消
息
と
思
わ
れ

る
点
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
緒
紙
、
或
い
は
混
ぜ
漉
き
と
考
え
る
べ
き
か
。
同
本
は
、

大
阪
青
山
短
期
大
学
に
お
け
る
展
観
の
際
に
一
見
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
緒
紙
と

し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
見
え
た
。
内
題
も

「顕
注
密
勘
出
」
と
さ
れ
る
が
、

「顕
注
密
勘
上
」
ま
た
は

「顕
注
密
勘
書
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「誤

脱
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
本
書
で
は

「
か
す
み
た
ち
こ
の
め
も
春
の
こ
の
歌
と
注
記

を
欠
く
こ
と
さ
れ
る
が
、
該
当
部
分
は
丁
度
紙
継
に
あ
た
り
、
同
歌
及
び
注
記
の

欠
落
は
、
手
鑑
等
に
押
す
古
筆
切
と
し
て
切
り
と
ら
れ
た
た
め
の
物
理
的
な
脱
落

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
可
能
性
の
方
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、

大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
は
平
成
五
年
に
重
要
文
化
財
の
指
定
を
う
け
、

「月
刊

文
化
財
員
第

一
法
規

平
５

，
７
）
に
指
定
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（４
）

注
３
参
照
。
ま
た
、
古
筆
名
葉
集
類
に
は
、
藤
原
為
家
を
伝
承
筆
者
と
す
る
古

今
集
注
切
の
記
載
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（５
）

『弘
文
荘
敬
愛
書
図
録
Ⅱ
只
昭
５９

。
２
）
の
解
説
で
は

「鎌
倉
中
期
写
」
と
し
、

「古
筆
学
大
成
２
只
講
談
社

平
５

・
Ｉ
）
解
説

（小
松
茂
美
氏
執
筆
）
で
は
同
書

所
収
伝
慈
円
筆
切
を

「十
三
世
紀
後
半
の
書
写
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

（６
）
　

『古
筆
学
大
成
２４
彗
解
説
に
は
、
同
書
所
収
の
伝
慈
円
筆
切
の
筆
者
を
慈
円
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、

「十
三
世
紀
後
半
の
書
写
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
大
阪

青
山
短
期
大
学
蔵
本
も
伝
慈
円
筆
切
の
ツ
レ
と
認
め
ら
れ
、
書
写
年
代
は
準
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
古
筆
名
葉
集
類
に
は
、
慈
円
を
伝
承
筆
者
と

す
る
古
今
集
注
切
の
記
載
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（７
）

慶
応
三
年
再
刊

『和
漢
書
画
古
筆
鑑
定
家
印
譜
」
に
、

「神
田
道
伴
／
名
　
定

盤
／
道
倍
定
恒
男
　
寛
延
二
年

（１
７
４
９
）
十

一
月
十
七
日
没
七
十
二

（八
イ
）
」

と
あ
り
、
三
代
後
に
も

「神
田
道
伴
」
と
同
名
が
記
さ
れ

「神
田
道
伴
／
初
小
林

了
安
卜
云
　
弘
化
四
年

〈１
８
４
７
）
自
師
家
神
田
家
相
続
被
申
附
」
と
あ
る
。

附
属
す
る
極
札
に
は

「乙
未
」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
前
者
な
ら
ば
元
文
四
年

（１

７
３
９
）
道
伴
六
十
二

（ま
た
は
六
十
八
）
歳
時
、
後
者
な
ら
ば
明
治
二
十
八
年

（１
８
９
５
）
が
該
当
す
る
が
、
後
者
と
考
え
る
の
な
ら
ば
、
家
督
相
続
の
約
五

十
年
後
と
な
り
、
没
年
は
不
祥
な
が
ら
も
柳
か
無
理
が
あ
る
か
。
前
者
と
す
べ
き

か
。

（付
記
〕

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
資
料
の
翻
刻
を
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人

所
蔵
者
の
方
、
関
覧
に
際
し
ま
し
て
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
片
桐
洋

一
先
生
、
下

坂
守
先
生
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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〔翻
刻
凡
例
〕

一
、
以
下
は
、
個
人
蔵
伝
藤
原
為
家
筆

『顕
注
密
勘
』

一
軸

（存

巻
二
・
春

下
）
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
で
き
る
限
り
底
本
に
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
が
、
読
解
の
便

を
図
り
以
下
の
措
置
を
施
し
た
。

（イ
）

漢
字
の
旧
体

・
異
体
は
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
し
、
難
字

・
異

体
字
等
に
は
注
を
付
し
た
。

（
口
）

底
本
に
は
句
読
点
は
一
切
付
さ
れ
な
い
が
、
必
要
最
小
限
の
句
読
点

を
施
し
た
。

（
ハ
）

翻
刻
の
行
移
り
は
底
本
と
は
異
な
る
が
、
和
歌
、
顕
昭
注
、
定
家
密

勘
の
書
き
出
し
は
底
本
に
倣
い
、
顕
昭
注
を

一
字
下
げ
、
定
家
密
勘
を

二
字
下
げ
で
記
し
た
。
ま
た
、
改
行
部
分
は

「／
」、紙
継
部
分
は

「ヒ

で
記
し
、
紙
継
に
際
し
て
は
紙
数
を

（　
）
に
入
れ
て
付
し
た
。

（
二
）

摩
耗
等
に
よ
り
判
読
不
能
な
部
分
に
つ
い
て
は
〓
　
　
］」
と
し
て
記

し
た
。

一
、
提
出
歌
の
上
に

『古
今
和
歌
集
』
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
付
し
た
。

〔資
料
翻
刻
〕

古
今
和
可
集
巻
第
二
　
春
下

６９
春
霞
た
な
ひ
く
山
の
さ
く
ら
花
う
つ
ろ
は
む
と
や
い
ろ
か
は
り
ゆ
く

う
つ
ろ
ふ
と
云
事
は
、
う
ち
ま
か
せ
て
は
色
の
変
す
る
也
。
う
つ
ろ
ふ
菊

と
／
い
ふ
も
、
自
菊
の
紫
に
な
る
也
。
此
■
に
て
は
散
を
い
ふ
へ
き
か
と

み
／
え
た
り
。
下
耳
に
は
、
春
風
は
花
の
あ
た
り
を
よ
き
て
ふ
け
こ
ゝ
ろ

／
つ
か
ら
や
う
つ
ろ
ふ
と
み
む
と
。
此
可
も
、
ち
る
心
と
み
え
た
り
。
心

つ
か
ら
と
／
は
、
心
か
ら
と
い
ふ
也
。
つ
は
や
す
め
こ
と
は
な
り
。
か
み

つ
、
し
も
つ
、
あ
ま
つ
、
お
き
つ
／
な
ど
、
皆
、
つ
の
詞
を
く
は
へ
た
る

か
こ
と
し
。
よ
き
て
と
は
、
の
そ
き
て
と
／
い
ふ
詞
也
。
又
、
よ
き
て
は

よ
き
る
と
い
ふ
、
過
と
か
け
り
。
こ
の

一
枝
／
は
、
よ
き
よ
と
い
は
ま
し

と
よ
め
り
。

花
う
つ
ろ
ふ
事
は
ち
る
に
あ
ら
す
。
さ
か
り
な
る
時
に
か
は
り
て
ち
り

／
ぬ
へ
き
色
の
付
を
云
也
。
い
つ
の
人
ま
に
う
つ
ろ
は
む
と
や
、
心
つ

／
か
ら
や
、
み
な
お
な
し
心
な
り
。
菊
の
紫
に
う
つ
ろ
ふ
に
お
な
し
。

／
梅
も
さ
く
ら
も
ま
こ
と
に
う
つ
ろ
ふ
也
。
心
つ
か
ら
よ
き
て
、
詞
は

一
同
。

」
（第
１
紙
）

７０
ま
て
と
ぃ
ふ
に
ち
ら
て
し
と
ま
る
物
な
ら
は
な
に
を
さ
く
ら
に
思
ひ
ま
さ
ま

し

ま
て
と
い
ふ
、
し
は
し
ま
て
と
云
詞
也
。

ま
て
と
云
詞
、
同
此
説
。
や
よ
や
ま
て
の
心
も
こ
れ
な
り
。

７２
こ
の
さ
と
に
た
ひ
ね
し
つ
へ
し
櫻
花
ち
り
の
ま
か
ひ
に
家
路
わ
す
れ
て

た
ひ
ね
し
ぬ
へ
し
は
、
た
ひ
ね
し
つ
へ
し
と
同
詞
也
。
ち
り
の
ま
か
ひ
は
、

／
花
の
ち
る
ま
き
れ
と
云
な
り
。

ち
り
の
ま
か
ひ
、
又
同
。

７３
う
つ
せ
み
の
よ
に
も
に
た
る
か
さ
く
ら
花
さ
く
と
み
し
ま
に
か
つ
ち
り
に
け

う

つ

せ

み

は

う
つ
せ
み
の
よ
と
は
、　
Ｏ
せ
み
の
も
ぬ
け
也
。
ぬ
け
か
ら
を
云
也
。
う

つ
と
は
虚
と
／
か
き
た
り
。
む
な
し
と
い
ふ
義
な
り
。
う
つ
せ
か
ひ
と
云

も
、
身
も
な
き
／
か
ひ
の
か
ら
な
り
。
さ
れ
は
む
な
し
き
よ
に
た
と
へ
た

り
。
花
櫻
と
は
、
さ
く
／
ら
花
と
こ
そ
つ
ね
に
よ
め
と
、
又
う
ち
か
へ
し



て
よ
め
る
な
る
へ
し
。
／
菅
家
万
葉
集
専
拾
遺
に
も
い
れ
た
り
。

あ
さ
み
と
り
野
辺
の
か
す
み
は
つ
ゝ
め
と
も
こ
ほ
れ
て
に
ほ
ふ
花
さ
く
ら

か
な
／
但
、
古
専
今
題
に
花
さ
く
ら
と
題
は
い
た
し
て
、
花
さ
く
ら
の
花

と
よ
め
り
。
さ
る
／
さ
く
ら
の
別
に
あ
る
に
や
。
お
ほ
つ
か
な
し
。
但
、

き
ぬ
の
色
に
さ
く
ら
と
只
第
２
紙
）
云
は
、
面
し
ろ
く
て
う
ら
は
は
な
た

な
る
を
云
。
そ
れ
を
花
さ
く
ら
と
も
／
い
へ
は
、
花
さ
く
ら
同
事
欺
。

う
つ
せ
み
の
世
又
同
。
花
さ
く
ら
と
申
花
あ
り
と
執
す
る
人
は
侍
／
め

れ
と
、
此
説
花
さ
く
ら
、
櫻
花
只
同
事
欺
。

７５
さ
く
ら
ち
る
花
の
所
は
春
な
か
ら
雪
そ
ふ
り
つ
ゝ
き
え
か
て
に
す
る

き
え
か
て
は
、
き
え
か
た
し
と
云
詞
也
。
す
き
か
て
と
云
も
、
す
き
か
た

／
し
と
云
詞
な
り
。

き
え
か
て
、
所
存

一
同
。

７７
い
さ
ゝ
く
ら
我
も
ち
り
な
む
い
と
さ
か
り
あ
り
な
は
人
に
う
き
め
み
え
な
む

い
と
さ
か
り
と
は
、
い
と
は
最
也
。
さ
か
り
は
盛
。
普
通
に
は
ひ
と
さ
か

り
と
あ
る
／
を
、
両
証
本
に
い
と
さ
か
り
と
侍
れ
は
、
其
本
に
つ
く
へ
き

な
り
。

最
さ
か
り
の
事
、
此
専
の
ひ
文
字
の
傍
に
い
の
字
を
つ
け
た
る
／
本
お

ほ
く
侍
め
り
。
い
つ
こ
の
貴
所
証
本
あ
り
と
も
、
短
才
愚
意
／
は
一
向

も
ち
ゐ
へ
か
ら
す
。
お
ほ
か
た
は
い
か
な
る
賢
者
、
め
て
た
き
物
／
を

よ
く
も
、
時
に
の
そ
み
て
書
失
と
い
ふ
物
、
ち
か
ら
を
よ
は
ぬ
事
な
り
。」

（第
３
紙
）
漢
家
招
本
の
形
木
な
と
も
、
い
か
は
か
り
か
は
た
し
か
な

る
人
に
か
ヽ
／
せ
て
、
賢
者
お
ほ
く
し
た
る
ら
め
と
、
御
府
の
か
た
木

な
し
と
申
／
本
に
も
あ
ら
は
れ
た
る
字
誤
は
、
か
く
れ
な
く
侍
事
也
。

最
字
を
／
い
と
ヽ
云
よ
み
は
、
事
ふ
り
て
侍
れ
と
、
花
を
い
と
さ
か
り

と
い
ひ
て
、

」
（第
４
紙
）
貫
之
朝
臣
自
筆
に
か
ゝ
む
事
、
愚
も
ち
ゐ
か

た
し
。
つ
ひ
て
の
よ
し
Ｏ
／
事
な
れ
と
云
事
の
作
法
、
管
絃
、
催
馬

楽
、
今
様
、
さ
ま
／
ヽ
の
／
道
々
作
法
所
作
に
つ
け
て
、
見
よ
か
ら
す
、

き
ゝ
よ
か
ら
ぬ
事
／
を
も
、
異
説
め
つ
ら
し
き
事
を
し
て
、
物
し
り
た

り

［　
　
　
　
　
］
／
お
も
は
れ
む
、
心
に
く
か
ら
ん
と
、
こ
の
む
人

も
侍
に
や
。
又
、
失
礼
を
／
い
ぶ
に
か
ひ
な
く
し
て
、
我
家
説
と
申
な

す
事
も
あ
り
。
ま
こ
／
と
に
仏
説
を
な
ら
ひ
つ
た
え
、
し
ら
ぬ
事
な
き

人
も
、
人
の
目
／
耳
に
た
ヽ
す
、
め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
事
を
さ
き
と
す
る

も
侍
へ
し
。
／
も
の
を
か
く
に
、
思
わ
す
れ
か
き
あ
や
ま
つ
時
は
、
さ

く
ら
花
を
ほ
す
さ
く
ら
／
花
と
か
き
、
ほ
と
ゝ
き
す
を
さ
と
ヽ
き
す
と

か
ゝ
さ
る
へ
き
に
あ
ら
／
す
。
あ
ま
り
思
ひ
よ
ら
ぬ
事
は
校
す
る
時
も

そ
ら
に
よ
む
ほ
と
に
只
第
５
紙
）
必
見
お
と
し
侍
な
り
。
か
く
校
す
る

人
は
あ
や
ま
た
す
。
の
ち
の
人
の
／
秘
事
異
説
し
り
た
ら
ん
は
、
か
な

ら
す
こ
れ
を
み
つ
け
て
悦
て
、
／
こ
や
し
ろ
に
枝
さ
し
お
ほ
ふ
さ
く
ら

を
ほ
く
ら
花
と
い
ひ
、
里
な
れ
／
て
ひ
さ
し
く
な
り
ぬ
る
時
さ
と
ヽ
き

す
と
い
ふ
そ
と
、
我
ひ
と
り
／
人
丸
か
説
を
な
ら
ひ
た
り
と
、
申
さ
む

す
る
時
も
ち
ゐ
ぬ
○
侍
ま
し
。
／
よ
し
な
き
事
か
き
つ
い
て
に
書
付
侍

れ
と
、
近
比
神
社
行
幸
侍
／
き
。
職
者
の
家
の
わ
か
き
人
、
求
子
ま
は

む
す
る
と
て
、
あ
を
す
り
の
／
ひ
も
は
つ
さ
て
俗
人
の
こ
た
も
と
ゝ
申

所
よ
り
、
し
た
か
さ
ね
の
／
袖
を
さ
し
い
た
し
て
ま
ひ
し
、
の
こ
り
の

な

舞
人
そ
の
人
に
な
ひ
／
き
し
た
か
ひ
て
、
お
ほ
く
ひ
も
を
さ
し
さ
か
ら

舞
侍
に
き
。
／
古
今
の
注
の
中
に
申
ま
し
き
事
な
れ
と
、
音
も
今
も
求

子
／

一
に
か
き
ら
す
。
い
つ
れ
の
楽
の
舞
も
、
か
た
ぬ
き
た
る
舞
の
た

も
と
／
よ
り
手
さ
し
い
て
た
る
は
な
き
事
に
侍
れ
と
、
人
に
ゆ
る
さ
れ

た
る
／
人
は
、
か
ゝ
る
め
つ
ら
し
き
事
を
こ
の
み
侍
也
。
昔
は
も
の
し

り
た
る
／
人
も
、
よ
を
つ
ゝ
し
み
人
に
は
ち
て
か
く
は
侍
ら
す
。
難
義
、



珍
事
も
只
第
６
紙
）
を
の
つ
か
ら
さ
も
や
と
お
も
ひ
よ
そ
へ
た
る
事
な

き
は
す
く
な
し
。
／
万
葉
集
、
家
々
の
集
、
代
々
専
合
、
ふ
る
き
物
語

の
詞
な
と
の
／
か
よ
ひ
思
あ
は
せ
ら
れ
ぬ
事
は
あ
り
か
た
く
侍
な
り
。

最
盛
／
に
を
き
て
は
、
い
か
な
る
証
本
あ
り
と
も
、
短
慮
に
も
ち
ゐ
ヘ

か
ら
す
。
／
但
、
何
事
も
人
の
こ
の
み
お
も
は
む
に
し
た
か
ふ
へ
し
。

子
孫
門
弟
も
／
此
説
の
、
け
に
と
お
ほ
え
て
つ
か
む
人
は
、
又
も
ち
ゐ

給
へ
し
。
い
ま
は
か
く
／
い
ひ
い
て
つ
る
説
々
な
れ
は
、
た
か
ひ
に
そ

ね
み
ふ
せ
く
へ
か
ら
す
。

８２
こ
と
な
ら
は
さ
か
す
や
は
あ
ら
ぬ
さ
く
ら
花
み
る
我
さ
へ
に
し
つ
心
な
し

こ
と
な
ら
は
と
云
は
、
お
な
し
く
は
と
云
也
。
こ
と
は
と
い
ふ
も
同
詞
也
。

か
き
／
く
つ
く
し
こ
と
は
は
ふ
ら
南
と
も
よ
め
り
。
さ
す
か
や
は
あ
ら
ぬ

は
、
前
々
／
注
畢
。
し
つ
心
な
し
は
、
し
つ
か
な
る
心
な
し
と
云
欺
。

こ
と
な
ら
は
、
し
つ
心
な
し
、
大
略
同
。
こ
と
な
ら
は
と
は
、
か
く
の

こ
と
く
／
な
ら
は
と
云
詞
な
り
と
そ
き
ゝ
侍
り
し
。

８４
久
方
の
ひ
か
り
の
と
け
き
春
の
日
に
し
つ
心
な
く
花
の
ち
る
ら
む

久
方
、
喜
撰
式
に
、
月
を
は
久
方
と
云
。
天
を
は
な
か
と
み
と
い
ふ
。
古

髄
脳
／
に
は
、
そ
ら
を
は
久
方
と
云
。
万
葉
に
は
久
堅
と
か
き
、
式
に
は

久
方
と
か
け
り
。」
（第
７
紙
）
月
に
て
も
空
に
て
も
、
と
も
に
ひ
さ
し
き

心
に
よ
せ
た
る
名
な
る
へ
し
。
／
万
葉
に
は
久
方
の
そ
ら
、
久
方
の
あ
ま

と
、
お
ほ
く
よ
め
り
。
さ
れ
は
、
／
そ
ら
と
云
証
専
は
お
ほ
か
れ
と
、
ひ

さ
か
た
の
月
と
よ
め
る
は
、
そ
ら
の
月
と
／
い
ふ
に
や
と
、
物
の
異
名
は

よ
よ
ひ
て
い
ふ
こ
と
も
侍
れ
と
、
そ
ら
を
も
／
月
を
も
、
と
も
に
い
ふ

な
る
へ
し
。
ふ
る
く
よ
り
月
を
久
方
と
た
し
／
か
に
い
へ
る
証
日
は
、
此

集
第
十
八
巻
、
か
つ
ら
に
家
侍
け
る
時
に
、
七
／
条
の
中
宮
の
と
は
せ
給

へ
り
け
る
御
返
事
に
、
伊
勢
か
た
て
ま
つ
り
／
け
る
う
た
。

久
方
の
中
に
お
ひ
た
る
さ
と
な
れ
は
光
を
の
み
そ
た
の
む
へ
ら
な
る

久
方
の
ひ
か
り
、
そ
ら
の
ひ
か
り
、
同
。

９５
い
さ
け
ふ
は
春
の
山

へ
に
ま
と
ひ
南
く
れ
な
は
な
け
の
花
の
か
け
か
は

な
け
と
は
、
な
し
と
云
詞
也
。
く
れ
な
は
花
の
か
け
や
は
な
き
。
そ
の
か

け
に
も
ね
／
な
む
と
よ
め
る
な
り
。
な
け
の
も
み
ち
の
夜
の
ひ
か
り
か
も

と
よ
め
る
も
／
同
心
也
。
又
こ
と
の
は
ゝ
な
け
な
る
物
と
云
も
、
又
、
あ

れ
は
あ
り
な
け
ら
只
第
８
紙
）
の
よ
そ
に
み
し
人
を
と
よ
め
る
も
同
心
な

り
。
世
人
の
詞
に
は
、
な
け
な
／
と
云
。
そ
れ
を
な
け
な
し
と
云
也
。
専

に
は
な
け
ら
と
よ
め
り
。

い
さ
け
ふ
、
く
れ
な
は
な
け
、
又
同
。
迷
な
む
を
ま
し
り
な
む
に
、
貼

／
を
合
て
可
用
之
由
付
之
。

‐０‐
さ
く
ら
花
ち
く
さ
な
か
ら
に
あ
た
な
れ
と
誰
か
は
春
を
う
ら
み
は
て
た
る

ち
く
さ
と
は
、
さ
ま
ノ
ヽ
の
も
の
を
そ
つ
ね
に
は
よ
め
と
、
櫻
ひ
と
つ
に

と
り
／
て
も
、
か
れ
こ
れ
を
ち
く
さ
と
は
よ
み
た
る
な
り
。

家
本
に
は
、
さ
く
花
は
と
か
き
た
る
う
へ
は
不
及
不
審
。
な
に
の
証
／

本
を
も
も
ち
ゐ
す
。
家
説
は
こ
と
は
り
の
か
な
ひ
、
専
の
き
ゝ
／
よ
き

説
を
執
し
侍
也
。
但
、
か
の
崇
徳
院
御
本
と
き
こ
／
ゆ
る
に
も
、
墨
は

さ
く
花
は
と
か
き
て
、
朱
に
さ
く
ら
花
を
付
／
た
り
。
朱
僻
事
欺
。

Ｗ
春
霞
い
ろ
の
ち
く
さ
に
み
え
つ
る
は
た
な
ひ
く
山
の
花
の
か
け
か
も

ち
く
さ
、
同
事
也
。
ち
く
さ
と
は
千
種
也
。
千
草
に
は
あ
ら
す
。
や
ち
く

さ
と
は
／
八
千
種
也
。
ち
く
さ
の
花
と
は
、
さ
ま
／
ヽ
の
木
草
の
花
を
ち

く
さ
と
も
、
や
ち
／
く
さ
と
も
云
也
。
も
の
ゝ
お
ほ
か
る
か
す
に
は
、
や

へ
と
も
い
ひ
、
年
の
ひ
さ
し
き
只
第
９
紙
）
を
は
や
を
と
も
、
や
ち
よ
と

も
云
也
。
不
及
不
審
。

９７
春
こ
と
に
花
の
さ
か
り
は
あ
り
な
め
と
あ
ひ
み
む
こ
と
は
命
也
け
り



あ
り
な
め
と
は
、
あ
ら
ん
す
ら
め
と
も
と
云
、
同
詞
也
。

あ
り
な
め
、　
一
同
。

９８
花
の
こ
と
よ
の
つ
ね
な
ら
は
す
こ
し
て
し
昔
は
又
も
か
へ
り
き
な
ま
し
」

（第
１０
紙
）

花
の
年
こ
と
に
さ
く
を
、
世
の
つ
ね
と
よ
め
る
。
時
は
木
の
つ
ね
に
は
か

へ
ぬ
心
に
は
／
あ
ら
す
。

つ
ね
な
ら
は
と
侍
こ
そ
叶
愚
意
侍
れ
。
つ
ね
な
く
は
と
執
す
る
人
／
は

心
え
ぬ
事
也
。
た
と
へ
は
、
ち
る
花
の
こ
と
く
、
つ
ね
な
く
は
け
ふ
は

／
ち
る
と
も
又
帰
き
な
ま
し
と
い
ふ
も
、
心
た
か
は
ね
と
、
年
こ
ろ
／

ち
り
し
か
と
、
又
か
く
さ
け
は
、
世
中
の
花
の
こ
と
く
つ
ね
な
ら
ま
し

／
か
は
と
云
は
、
お
な
し
事
な
れ
と
、
詞
の
宜
侍
也
。

‐０９
こ
つ
た
へ
は
お
の
か
は
ふ
き
に
ち
る
花
を
誰
に
お
ほ
せ
て
こ
ゝ
ら
鳴
覧

を
の
か
は
ふ
き
と
は
、
羽
う
つ
を
云
也
。
翡
と
か
け
り
。
も
ろ
／
ヽ
の
鳥

は
、
な
か
む
と
て
／
は
羽
を
う
つ
也
。
ひ
る
は
ね
う
つ
と
そ
申
。
そ
の
は

う
つ
風
に
花
の
ち
る
心
な
り
。
／
夏
寄
に
、
さ
月
ま
つ
山
郭
公
う
ち
は
ふ

き
と
も
よ
み
、
又
う
ち
は
ふ
り
只
第
ｎ
紙
）
と
も
よ
め
り
。
は
ふ
る
と
は

羽
を
た
ヽ
く
な
り
。
万
葉
に
も
、
う
ち
は
ふ
り
／
鳥
は
な
け
と
も
と
よ
む

也
。
春
ま
ち
て
も
の
か
な
し
き
を
、
さ
夜
ふ
け
て
／
は
ふ
り
な
く
し
き
た

か
た
に
か
す
む
。
は
ふ
り
は
羽
振
と
か
け
り
。
又
、
／
翡
と
書
て
、
は
ふ

る
と
も
、
は
う
つ
と
も
よ
め
り
。
花
挙
也
。
菅
家
万
葉
集
／
之
、
紅
梅
本

自
作
鴬
栖
高
翡
花
間
終
日
晴
ゝ
ゝ
す
。
或
人
う
ち
／
は
ふ
き
は
、
打
任
と

云
事
也
。
う
ち
は
へ
て
同
事
欺
云
。
此
義
不
被
甘
心
古
／
専
に
も
不
叶
。

此
専
に
も
た
か
へ
り
。
若
菅
家
万
葉
集
耳
に
、
／
鴬
の
す
み
し
花
も
や
ち

り
ぬ
ら
ん
わ
ひ
し
き
こ
ゑ
に
う
ち
は
へ
て
／
な
く
と
侍
を
お
も
は
れ
た
る

か
。
こ
れ
は
別
事
也
。
う
ち
は
へ
て
な
と
は
／
別
詞
也
。

お
の
か
は
ふ
き
、
家
本
に
は
羽
風
と
あ
り
。
お
な
し
心
な
れ
と
、
今
／

す
こ
し
あ
ら
は
な
り
。

皿
駒
な
め
て
い
さ
み
に
ゆ
か
む
ふ
る
里
は
雪
と
の
み
こ
そ
花
は
ち
る
ら
め

こ
ま
な
め
て
と
は
、
駒
を
な
ら
へ
て
と
云
也
。
駒
な
め
て
と
も
か
け
り
。

万
葉
／
に
は
、
駒
並
と
か
け
り
。
こ
ま
を
う
ち
な
ら
へ
て
ゆ
く
心
な
り
。

こ
ま
な
め
て
、
同
。」

（第
１２
紙
）

昴
お
も
ふ
と
ち
春
の
山
辺
に
打
む
れ
て
そ
こ
と
も
い
は
ぬ
た
ひ
ね
し
て
し
か

お
も
ふ
と
ち
と
は
、
お
も
ふ
人
と
も
と
云
詞
也
。
た
ひ
ね
し
て
し
か
と
は
、

た
ひ
／
ね
を
し
て
し
か
と
云
詞
也
。
心
は
せ
は
や
と
ね
か
ふ
心
な
り
。
又

説
に
、
あ
は
れ
／
て
ふ
こ
と
を
か
れ
い
ゐ
に
つ
ゝ
み
も
て
と
云
は
、
か
れ

い
ゐ
と
は
か
れ
い
ゐ
な
り
。
／
飼
と
か
け
り
。
旅
の
く
ひ
も
の
な
り
。
根

也
。
駄
飼
所
と
て
、
行
幸
に
／
貢
御
ま
い
ら
す
る
所
也
。
前
を
は
、
か
れ

い
ゐ
を
く
ふ
と
も
よ
め
り
。
／
俗
云
、
か
れ
い
ゐ
は
食
貢
人
也
。
法
文
云
、

如
飩
遠
人
に
云
。
清
涼
殿
に
朝
／
飩
と
申
所
も
、
朝
に
強
御
飯
を
た
て
ま

つ
る
か
。
俗
説
に
は
か
た
か
き
」

（第
１３
紙
）
の
い
ゐ
の
つ
め
た
く
な
り

て
、
ひ
た
る
を
い
ふ
也
。
か
れ
御
料
と
も
い
ふ
也
。
／
根
、
糧
、
同
。

か
て
、
行
所
察
米
也
。
又
儲
食
也
。
本
寄
心
は
、
お
も
ふ
／
友
と
も
春
山

（
マ
マ
）

に
打
む
れ
て
遊
と
も
の
、　
執
く
は
ね
と
、
す
き
て
そ
こ
／
と
も
さ
た
め

す
、
た
ひ
ね
を
せ
は
や
と
よ
め
り
。
注
専
の
心
は
、
／
春
山
の
景
気
花
を

翫
心
の
あ
は
れ
な
る
を
、
か
れ
い
ゐ
に
つ
ゝ
み
て
／
も
て
、
そ
こ
と
も
な

く
た
ひ
ね
せ
は
や
と
よ
め
り
。
本
専
と
も
を
」

（第
１４
紙
）
い
さ
な
ふ
心
、

注
歌
は
我
心
の
す
き
た
る
に
ま
か
す
る
義
也
。
／
共
に
い
は
れ
た
り
。

お
も
ふ
と
ち
、
同
。
飩
の
説
は
、
そ
は
に
は
か
き
て
侍
れ
と
、
見
入
沙

汰
／
す
る
に
も
を
よ
は
す
。

‐２‐
今
も
か
も
さ
き
に
ほ
ふ
覧
橘
の
こ
し
ま
の
く
ま
の
山
吹
の
花



橘
の
小
嶋
の
隈
は
所
名
也
。
橘
の
小
嶋
と
も
、
橘
の
嶋
と
も
あ
り
。
／
万

葉
に
も
よ
め
り
。
又
、
嶋
の
く
な
わ
と
も
よ
め
り
。
そ
れ
を
と
り
あ
は
／

せ
て
、
橘
の
小
嶋
の
隈
と
よ
む
か
。
寄
枕
に
は
河
内
國
に
有
と
い
へ
／
り
。

皇
子
尊
の
所
名
也
。
遠
所
七
瀬
者
、
難
波
、
農
大
、
河
俣
投
ゃ

／
大
嶋
、

橘
小
嶋
山
博

佐
久
那
谷
、
辛
崎
近
平

然
者
、
河
内
、
山
城
／
相
違
欺
。

同
名
所
歎
。
此
可
あ
り
。
猿
丸
集
、
い
ろ
も
か
も
さ
き
に
／
ほ
ふ
ら
ん
た

ち
は
な
の
こ
し
ま
の
さ
と
の
山
吹
の
花
。
或
物
に
、
／
こ
し
ま
の
せ
き
と

一ム
。小

嶋
ま
こ
と
に
名
所
不
分
明
。
い
か
に
よ
み
た
る
に
か
。
但
、
お
も
ふ

ゆ
へ
／
侍
て
、
こ
し
ま
の
さ
き
と
か
き
た
る
を
用
侍
な
り
。

」

（第
１５

紙
）

（伊
勢
二
十
巻
本
）
に
、
「根

（中
略
）
行
所
奏
米
也
又
儲
食
也
」

「賣
」。
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